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新年あけましておめでとうございます本年もよろしくお願いいたします   
                      

【学生への職能科支援の概要】 
《神奈川リハビリテーション病院入院・外来での支援》 

 当科では、受傷・発症により当院の入院・外来でリハビリテーシ

ョンを受けられる中学から大学の学生へ、小児科・脳神経外科・リ

ハビリテーション科等の医師からの処方に基づき、職能支援を行な

っております。 

2018 年度から 2021 年度 12 月までの利用者は 37 名。所属及

び障害の内訳は図１・２をご参照ください。入院中に主となる支援

内容は、①職能評価、②認知・身体機能訓練です。復学調整は医師、

SW 等のスタッフが担います。一方、外来で長期支援を進めていく

と、進級・卒業の段階に応じて、進路・就労相談があります。 

 障害福祉や障害者雇用に関わる法制度や歴史、社会資源の情報提

供を踏まえ、個々の状況に応じた支援を心がけてまいります。 

 

《受託評価事業での職能評価》 

 受託評価とは、当センターが開所以来実施している神奈川県単独の事業です。 

対象者は、脳性まひ、難病、脳損傷などによる身体障害児です。神奈川県総合療育相談 

センター、神奈川県及び県内政令市更生相談所、並びに県内養護学校からの評価依頼を受

け、七沢自立支援ホームの施設定員範囲内で入所し、概ね１週間以内、生活評価と職能評

価を行います。年度前半 5 か月間で１０～15 名実施します。 

当科では、職能評価を担い、21 種類の作業テスト、幕張式ワークサンプル、彫金制作、

感想文作成などを通して、上肢機能の測定や作業課題への取り組み状況などから、作業能

力や興味の対象、作業耐性などを評価し、今後の進路指導や生活支援の参考になるような

助言を行います。                        （科長 松元 健） 

 

＜お知らせ＞ 
 「高次脳機能障害セミナー（就労支援編）」2022 年 1 月 22 日(土) オンライン 

(主催：地域リハビリテーション支援センター)  

 「障害のある方の在宅就労支援」2022 年 2 月 19 日(土) オンライン 

(主催：地域リハビリテーション支援センター) 
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図 1 所属別 

図２ 障害別 



 
今年度、当科職員が講師として参加しました研修・講習会の報告をします 

【障害者職業生活相談員認定講習会】 

 障害者職業生活相談員は、「障害者の雇用の促進等に関する法律」に基づき、5 人以上

の障害者を雇用する事業所では、障害者の職業生活全般についての相談、指導を行うため

に選任が義務付けられています。その独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構が実

施する資格認定講習は、今年度は 5 回行われ、1 回当たり 2 日、12 時間以上の講習とな

っております。会場は「かながわ労働プラザ」で、参加者 70 名程度です。 

 当科では、「障害別にみた雇用の実際（身体障害）」「職場適応の向上」という講義の講

師依頼を受け、テキストに沿って各身体障害の特性を 60 分解説しました。 

（科長 松元 健） 

 

【治療と仕事の両立支援 事例検討会】 

 「両立支援コーディネーター」は近年制度化された比較的新しい専門職のため、支援事

例が少なく、ノウハウの蓄積が課題となっています。今年度は当院で実施している脳卒中

患者への治療と仕事の両立支援に関して、神奈川産業保健総合支援センターが主催する

「両立支援コーディネーターのための事例検討会」において、講師として報告する機会を

いただきました。脳卒中は急性期から回復期病院、介護保険・障害福祉の支援事業所、就

労支援機関と多機関連携での支援が必要となります。支援者のネットワークを更に拡げて

いくことに貢献していきたいと思います。 

   （社会福祉士、両立支援コーディネーター 小林國明） 

 

【高次脳機能障害セミナー（実務編） 

～高次脳機能障害への支援のエッセンス～】 

今年度はオンラインによる開催となり 56 名の方が

受講されました。職能科では、「社会参加を目指して」

という演題で、神経心理ピラミッドや職業準備性ピラ

ミッドを踏まえ概論と、当院の高次脳支援の概念図

（図 3）を使用し、「その人に合った社会参加を目指す」、

「生活の土台を築くこと」、「対人交流、地域とのつな

がりを持つこと」などを心がけた支援事例を報告しました。 

今後とも院内の多職種スタッフや、地域関係機関とも連携し、社会参加に向けた支援を

行っていきたいと思います。              （社会福祉士：進藤育美） 

図３ 当院での高次脳支援概念図 


